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マスクでも あかるいあいさつ えがおつたわる ２年 福本 湊大

感染症対策を踏まえ，できるだけ「密」の状態を避ける手立て
として，時差登校の形を取り，２学期がスタートしました。３年生
以上の各教室では，児童が登下校コースを基に，午前組と午
後組に分かれて時差登校し，授業を受けました。グループワー
クや大きな声で話す活動などはできませんが，毎日よくがん
ばっていました。各御家庭の御協力にも感謝申し上げます。ま
た，普段の時刻と違う登下校時の安全を通学保護員や警察の
方々が見守ってくださり，大変ありがたかったです。
今後は，状況を見ながら少しずつ通常通りの学校生活に戻し
ていく予定です。まだまだ気を抜かないように一人一人が感染
予防に努めていきましょう。

受賞おめでとう！

海洋会賞 ５年３組 都甲 茜（とごう あかね）船と海の絵画コンクール

【9/6～17日の分散授業の様子】

平川動物公園動物愛護児童作文コンクール

県知事賞 ２年５組 藏元 杏地（くらもと あんじ）
平川動物公園長賞 ４年４組 有水 悠貴（ありみず ゆうき）

「市民あいさつ運動」推進に関する標語 入選 １年７組 宮之脇 愛菜（みやのわき まな）

「あいさつを にっこりえがおで とどけよう」

新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため，夏期ＰＴＡ愛校作業は中止
になりましたが，ＰＴＡ執行部と有志１
６人で学校から影原交差点間の通学
路の草刈りを行いました。すっきり
なった歩道を子どもたちが元気に歩
いて登下校しています。ありがとうご
ざいました。

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い，福平小でも在宅
学習の環境整備を進めています。先日，６年３組の教室と，
各家庭に児童が持ち帰ったタブレット端末を接続するテス
トを行いました。自宅にいる児童の様子が次々に教室のモ
ニター画面に映し出され，担任が児童の様子を確認するこ
とができました。一人一台ずつタブレット端末が配備されて
いるのは今のところ６年生だけです。学校と家庭をつないで児童の学びの保障を確立していく
１つの手段として，オンライン授業の準備を今後一層進めていきます。

市小学校理科研究記録展 特選 １年６組 三原 悠太郎（みはら ゆうたろう）



日 曜 行事等

1 金 福平中学校体育大会

４ 月 移動図書館

６ 水 動物園探検（１年）

６ 水 環境未来館見学（５年）

９ 土 土曜授業

１７ 日 校区運動会 → 中止

18 月 移動図書館

２１ 木 体育学習発表会

22 金 体育学習発表会予備日

2３ 土 子どもと一緒に読書の日

2７ 水 第５８回小学校陸上記録会 → 中止

2７ 水 動物園探検（３年）

１０月の行事予定 ※10/1～10/２９：保健指導強調月間
教育相談月間

※10/４～10/８：給食指導強調週間
※10/5～10/9：ノーメディア期間
※１１/２８：あいご会駅伝大会
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国語 算数

鹿児島市

本校

〈国語〉
目的に応じ、文章と図表を結びつけて必

要な情報を見つけたり，キーワードや中心と
なる文をもとに要約することに課題が見られ
ました。日頃から新聞記事等の初見の文章
に触れ，キーワードや筆者の言いたいことを
見つける経験を通して，理由付けした自分
の考えをもち，発表できる場を設定し，友達
の意見と練り合わせる活動に取り組んでま
いります。
〈算数〉
基礎・基本となる速さや面積を求める公式

に関する問題に課題が見られた。単に公式
だけを覚えるのではなく，意味をしっかり理
解させることが必要である。また，小数が出
てくる除法の計算について，商が小数になる
場面，小数倍にする場面を繰り返し取り組ま
せることにより小数が出る除法を正確に計
算できるよう取り組んでまいります。

〈全体的に〉
児童質問紙の結果から，自分の考えを深めたり，広げたりするのが苦手な児童が多いです。

自分の考えを持ちながら，友達の意見をたくさん聞く経験を多く積ませていきます。また，ゲー
ムやスマホなどの生活習慣は，家族で取組まれているが，家庭学習の習慣がまだ身について
いない児童が見られるので，発達段階に応じた適切な家庭学習を家庭と協力して取り組みま
す。自己肯定感や目標設定について，児童が学習・行動に自信をもって取り組めるように声掛
けをしていきたいと思います。
〈校長から〉
学力面では，全国的に「活用する力」が低いと言われています。本校も例外ではありません。
活用する力を高めるためには活用する力の土台となる知識・技能（基礎学力）を身に付けてお
くことが前提です。本校では各学年において基礎学力の定着に全力を尽くします。
児童質問紙の中に「自分にはよいところがあると思いますか」という問いがあります。これは
「自己肯定感」に関する問いです。「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と答えた子ども
の割合は全国と県を下回っていました。「自己肯定感」を高めるには「褒める」前に「認める」こ
とが必要です。「なるほどねえ，そう思ったんだ。」「へえ，よく気が付いたね。」など子どもたちを
「認める」場面を意図的につくっていきたいと考えています。

里園 亜紀子
（スクールサポート
スタッフ）
トイレや手すり，水道

の蛇口などの消毒や印刷
等の業務に携わります。

【自校・市・全国の平均正答率の比較】
〈全国平均正答率を１００とする棒グラフ〉
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